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当初予算、条例等、補正予算 ②～⑧
一般質問　８人が登壇し町政を問う ⑨～⑰
委員会活動 ⑱～⑲
町民のひろば ⑳

令和８年第１回定例会令和８年第１回定例会

長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。



こどもの居場所づくり推進事業

消防団格納庫更新事業

保育補助者雇上強化事業

防災行政無線更新事業

子育て・新婚さんマイホーム取得サポート事業

子育て支援をサポート !

安全・安心な住民生活をサポート !

支える過去最大予算

六栄小学校、清里小学校並びに子育て支援センターにおい
て、更なる健全育成を図るため、民間ノウハウを活用した
委託事業として実施する。� ……3465万円

老朽化が進む消防団格納庫を更新し、防災拠点として維持
管理を図る。（第３分団第８部、第９部等）�……4834万円

保育士の業務負担を軽減するため、保育業務補助者の雇用に必要な費用を補
助し、保育人材の確保を図る。
� ……1269万円

平成23年に整備した庁舎内他の防災行政無線放送機器の更
新事業を行う。� ……5270万円

住宅(新築・中古)を取得する子育て世帯や新婚世帯を対象に、住宅ローンに
対する利子の一部を補給する。
� ……400万円

会計総額　84 億 1700 万円

新規

新規

新規

新規

新規
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令和８年度一般

学校給食費負担軽減事業

農地及び農業施設災害復旧事業

町内小学校屋内運動場（体育館）空調設備整備事業

水産資源漁獲向上推進事業

学校教育の振興をサポート !

農業生産基盤の整備、水産資源
漁獲向上をサポート !

暮らしを　第１回定例会（３月９日～13日）は　
町長から提案された議案は23件で、令和
８年度各会計予算（６会計）ほか、条例
の制定と一部改正、補正予算等を審議し、
全て原案どおり可決した。

学校給食費保護者負担分について小学生は無償化、中学生は
一定額の補助を行い、保護者の経済的支援を図る。
� ……5387万円

令和７年８月豪雨災害により、利用できなくなった農業用施
設の復旧工事を行い、農業生産基盤の安定化を図る。
� ……3億7579万円

児童の熱中症対策及び避難所機能を強化する目的として、町内４小学校体育
館内に空調設備を整備する。
� ……1億5056万円

これまでの干潟保全事業に加え、新たに水産資源の漁獲向上の推進に向けた
取組みに対し補助金を交付する。
� ……620万円

新規

新規

新規

新規

潮さい（R8.5.15 No.165）潮さい（R8.5.15 No.165）
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令
和
８
年
度
一
般
会
計

歳　
　
　
　
　
出

問
（
髙
濱
議
員
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
の
歳
出
予

算
額
は
１
９
７
０
万
円
に
対
し
、
歳
入

予
算
額
は
２
７
３
万
円
で
あ
る
。
赤
字

運
営
だ
が
、
ど
う
財
政
健
全
化
し
て
い

く
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

施
設
開
設
か
ら
四
十
数
年
経
過
し

て
い
る
が
、
少
し
で
も
長
く
維
持
管
理

し
な
が
ら
利
用
者
増
加
の
た
め
の
努
力

を
行
う
。

問
（
林
議
員
）

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
の
土
曜
日
運

行
は
実
証
事
業
を
踏
ま
え
、
今
年
４
月

よ
り
９
時
～
14
時
ま
で
の
運
行
時
間
を

提
案
さ
れ
た
が
、
16
時
台
ま
で
の
運
行

時
間
延
長
の
要
望
は
な
か
っ
た
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

実
証
事
業
期
間
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
が
、
時
間
延
長
を
希
望

す
る
意
見
も
数
件
寄
せ
ら
れ
た
。

問
（
岡
本
議
員
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
借
上
料
と
賃
借
料
の
違
い

は
。
ま
た
、
な
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
金
額
が
違

う
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

意
味
の
違
い
は
な
い
。

　
各
課
で
の
見
積
り
や
台
数
等
の
差
に

よ
っ
て
、
単
価
の
相
違
が
出
て
い
る
。

問
（
福
田
議
員
）

菜
切
川
ゴ
ム
堰
２
か
所
、
揚
水
ポ

ン
プ
制
御
盤
１
か
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
予

算
の
内
訳
と
工
期
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

概
算
の
工
事
費
で
上
流
の
葛
輪
井

堰
が
約
１
億
７
４
８
５
万
円
、
下
流
の

牟
田
井
出
堰
が
約
１
億
９
６
９
０
万

円
、
揚
水
ポ
ン
プ
制
御
盤
が
50
万
９
千

円
。
工
期
は
、
令
和
８
年
６
月
か
ら
令

和
９
年
の
５
月
末
ま
で
。
揚
水
ポ
ン
プ

は
、
令
和
８
年
の
水
稲
稲
作
か
ら
利
用

で
き
る
。

問
（
前
田
議
員
）

消
火
栓
の
設
置
等
負
担
金
４
４
０�

万
円
の
内
容
は
。
ま
た
、
防
災
面
に
お

け
る
周
知
は
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

消
火
栓
新
規
設
置
1
か
所
、
布
設

替
1
か
所
、
修
繕
3
か
所
。
消
火
栓

ボ
ッ
ク
ス
を
消
防
団
が
設
置
す
る
際
、

近
隣
住
民
に
知
ら
せ
、
区
の
防
災
消
火

訓
練
実
施
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

問
（
福
島
議
員
）

令
和
７
年
度
補
正
予
算
で
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
使
用
料
が
全
額
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
初
予
算
に

あ
る
Ｐ
Ｃ
ウ
イ
ル
ス
対
策
ラ
イ
セ
ン
ス

料
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

減
額
し
た
使
用
料
は
生
徒
の
旧
端

末
用
で
あ
り
、
新
年
度
の
ラ
イ
セ
ン
ス

料
は
校
務
用
Ｐ
Ｃ
用
な
の
で
含
ま
れ
て

い
な
い
。

問
（
福
永
議
員
）

学
校
給
食
費
負
担
軽
減
補
助
金
に

つ
い
て
、
町
長
は
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
を
段
階
的
に
行
う
と
選
挙
公
約
に

掲
げ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
完
全
無

償
化
の
実
現
が
目
的
で
は
な
い
の
か
。

答
（
町
長
）

し
っ
か
り
取
組
ん
で
い
く
自
覚
は

あ
る
が
、
い
つ
の
段
階
で
実
現
で
き
る

か
は
現
時
点
で
答
弁
で
き
な
い
。

問
（
濱
村
議
員
）

六
栄
小
学
校
校
庭
の
ケ
ヤ
キ
の
木

の
延
命
処
置
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

木
の
状
態
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
作
業

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

土
壌
改
良
と
樹
勢
回
復
作
業
の
ほ

か
に
、
枯
れ
枝
等
の
剪
定
も
行
う
予
算

を
計
上
し
た
。
樹
勢
も
回
復
し
て
い

る
。

問
（
田
成
議
員
）

部
活
動
指
導
者
謝
礼
額
が
３
１
８�

万
６
千
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
１
６�

０
０
円
と
１
１
０
０
円
の
2
つ
の
単
価

の
違
い
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

部
活
に
よ
っ
て
は
平
日
地
域
移
行

が
可
能
な
部
活
も
あ
り
、
休
日
単
価
が

１
６
０
０
円
、
平
日
は
１
１
０
０
円
で

予
算
化
し
た
。

問
（
濱
㟢
議
員
）

道
路
新
設
改
良
費
に
つ
い
て
、

用
地
測
量
調
査
な
ど
業
務
委
託
料
が

２
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
委
託

せ
ず
職
員
で
で
き
な
い
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）　

専
門
的
な
知
識
や
専
門
的
な
機
械

を
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
専
門
業
者

に
委
託
発
注
を
予
定
し
て
い
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

農
林
水
産
業
費
の
通
信
運
搬
費
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
通
信
料
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｍ

Ｄ
Ｍ
※
使
用
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

内
容
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
農
地
台
帳
が
確
認

で
き
る
ソ
フ
ト
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｍ
Ｄ
Ｍ
は
常
時
通
信
接
続
が
可
能
で
あ

り
、
現
地
調
査
で
も
農
地
の
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
な
質
疑

※
Ｍ
Ｄ
Ｍ
と
は
、
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
な

ど
の
業
務
端
末
を
社
外
・
遠
隔
か
ら

一
元
管
理
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

と
運
用
効
率
化
を
実
現
す
る
仕
組
み
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問
（
栗
原
議
員
）

消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

と
答
弁
さ
れ
た
が
、
消
防
団
員
報
酬
が

前
年
度
比
２
３
３
万
３
千
円
増
加
し
て

い
る
理
由
は
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

令
和
８
年
度
は
消
防
操
法
大
会
が

あ
り
、
訓
練
回
数
が
多
く
な
る
た
め
、

報
酬
額
が
増
加
し
た
。

令和8年度特別会計・事業会計予算
国民健康保険特別会計 19億5670万円
介護保険特別会計 18億6100万円
後期高齢者医療特別会計 3億6990万円

水道事業会計
収益的支出 2億3915万円
資本的支出 4億4048万円

下水道事業会計
収益的支出 8億2563万円
資本的支出 7億6412万円

一般会計予算 討論

高齢者を支える生活支援の予算は不十分

町民の生活を支える取組みが幅広く盛り込まれている

林議員

松井議員

　小学校給食費は国からの交付金により無償化されるが、中学
校給食費の無償化予算は計上されていない。また、就学援助世
帯に対し、新たな費目を設け生活支援の予算化が必要。
　きんぎょタクシーの土曜日運行時間は午後２時台までである
が、町民のニーズに十分応えられず終日運行が求められる。子
ども・子育て支援に対する予算は配慮されているものの、高齢
者を支える生活支援の予算は不十分である。

　中学校制服等の購入費助成、小学校の給食無償化により、子
育て世帯の負担軽減が図られている。町内小学校屋内運動場空
調整備により、児童が安心して活動できる環境確保につながる。
消防団格納庫更新工事費や防災行政無線設備をより高性能なも
のへと改修する予算も計上され、災害時の初動対応に係る体制
強化が図られており、町民の生活を支える取組みが幅広く盛り
込まれている。

　
令
和
８
年
度
特
別
会
計
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）

介
護
保
険
料
の
今
年
度
予
算
額

は
、
前
年
度
予
算
よ
り
、
１
０
６
８
万�

６
千
円
も
の
増
額
予
算
だ
が
根
拠
は
。

答 （
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

第
１
段
階
～
第
４
段
階
の
低
所
得

者
層
の
保
険
料
減
少
と
、
第
６
段
階
～

第
13
段
階
の
高
所
得
者
層
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）

国
民
健
康
保
険
税
に
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
分
」
が
上
乗
せ
し
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
令
和
９
年

度
、
令
和
10
年
度
も
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
と
、
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
説
明

し
て
い
る
が
、
１
人
当
た
り
の
年
間
平

均
支
援
額
は
い
く
ら
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

令
和
８
年
度
は
２
７
０
０
円
の
上

乗
せ
、
令
和
９
年
度
は
３
６
０
０
円
、

令
和
10
年
度
は
４
８
０
０
円
程
度
の
上

乗
せ
が
見
込
ま
れ
る
。

下
水
道
事
業
会
計

問
（
福
永
議
員
）

令
和
７
年
度
、
流
動
資
産
の
未
収

金
貸
倒
引
当
金
が
18
万
９
千
円
計
上
さ

れ
、
令
和
８
年
度
分
と
し
て
、
新
た
に
、

７
万
４
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
会

計
処
理
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

令
和
７
年
度
末
に
、
不
納
欠
損
分

と
し
て
21
件
、
18
万
９
千
円
を
処
理
し
、

令
和
８
年
度
分
、
11
件
、
７
万
４
千
円

を
不
納
欠
損
予
定
分
と
し
て
新
た
に
計

上
し
た
。

反　対

賛　成
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国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

討論

子ども・子育て支援の政策財源を国保
税に上乗せ徴収することは筋違い

国庫負担割合を引き上げ介護保険制度
の充実をすべきだ

老人保健制度にもどすべきである

安定した国民健康保険事業の運営に
期待する

予防活動の取組みにより要介護認定率
は低水準で推移している

２年ごとの保険料率の改定や「子ども・子育て
支援金制度」導入を踏まえた適切なものである

林議員

林議員

林議員

田成議員

岡本議員

福島議員

　今年４月より、国保税に上乗せし、子ども・
子育て支援分を徴収することになり、１人当
たりの年間平均保険料は、約2700円増税と
なる。
　国保税は協会けんぽや共済組合保険の被用
者保険とは異なり、全額自己負担である。そ
もそも公的医療保険とは無関係な子育て支援
の為の政策財源を、何故、国保税に上乗せ徴
収するのか、筋違いであり、国庫負担で行う
べきである。

　介護保険財政を維持するための保険料は、
増加の一方であるが、65歳以上の第一号被
保険者の多くは年金生活者であり生活は厳し
い。介護保険サービスを利用すると、経済的
負担が重くのしかかり、満足に利用できない
介護難民と呼ばれる社会現象まで起きている。
誰もが安心して介護保険サービスを利用でき
るように国庫負担割合を引き上げ、制度の充
実を図るべきである。

　１人当たりの年間平均保険料は、令和７年
度と比較し、令和８年度は一挙に１万2732
円の増額となる。団塊の世代がこの制度に繰
り込まれ、75歳以上の高齢者を一つの制度
にまとめ、高齢者人口が増える度に、加入者
の負担を増加させる仕組みがもたらす弊害は
重大であり、かつて制度化されていた老人保
健制度に戻すべきである。

　新たな「子ども子育て支援金制度」を含め
安定的な運営となるよう努めている。また町
民の健康増進に向け、特定検診などの保健事
業に取組み、受診率を高め、結果説明や保健
指導を通した保健師や管理栄養士による生活
習慣病改善のアドバイスを行っており、被保
険者に寄り添った取組みが医療費の適正化を
進め、安定した国民健康保険事業の運営にな
るものと期待する。

　「介護予防拠点施設」で様々な予防活動に
取組んできたことにより、要介護認定率は全
国的にも低水準で推移し、介護給付費の抑制、
介護保険料の据え置きに繋がっている。今後
も高齢者が安全・安心・健康に暮らせるまち
に向けた取組みの推進と、元気で活躍できる
健康長寿社会の実現を図られることを期待す
る。

　保険者数や医療費が増加する中、この医療
制度を将来にわたり安定的に運営していくた
めには、世代間における負担公平の確保、被
保険者の負担能力に応じた負担、及び医療費
の伸びの適正化を行うことが必要。そのよう
な中、この予算案は２年ごとの保険料率の改
定や「子ども・子育て支援金制度」導入を踏
まえた適切なものである。

反　対

反　対

反　対

賛　成

賛　成

賛　成
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条　
　
　
　
例

長
洲
町
ふ
る
さ
と
納
税
応
分
型
事
業

所
設
置
奨
励
金
条
例

●
町
内
に
事
業
所
の
新
設
等
を
し
、
返

礼
品
の
開
発
・
提
供
を
行
う
事
業
者
に

対
し
て
奨
励
金
制
度
を
創
設
す
る
。

長
洲
町
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

●
長
洲
駅
南
側
地
区
は
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
中
心
拠
点
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
用
途
地

域
」
の
指
定
と
「
地
区
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
て
用
途
地
域
だ
け
で
抑
制

し
き
れ
な
い
。
無
秩
序
な
開
発
や
調
和

し
な
い
施
設
の
立
地
を
防
ぎ
、
法
的
拘

束
力
を
持
た
せ
る
。

長
洲
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

●
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
新
設
に
伴

い
、
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
を
「
認

可
」
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
る
。

問
（
林
議
員
）

一
般
型
乳
幼
児
通
園
支
援
事
業
所

と
余
裕
活
用
型
乳
幼
児
通
園
支
援
事
業

所
の
２
つ
の
実
施
方
式
が
あ
る
。

　
こ
の
新
規
事
業
の
認
可
を
受
け
る
に

あ
た
り
、
ど
ち
ら
の
事
業
所
が
認
可
を

受
け
や
す
い
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

一
般
型
は
、
新
た
に
専
任
の
職
員

の
配
置
が
必
要
だ
が
、
余
裕
活
用
型
は

既
存
の
保
育
定
員
の
空
き
定
員
の
範
囲

内
で
受
け
入
れ
可
能
な
た
め
、
新
た
な

体
制
の
確
保
が
不
要
で
あ
り
、
余
裕
活

用
型
が
認
可
を
受
け
や
す
い
。

長
洲
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

●
長
洲
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
創
設
に
伴
い
、
事
業
者
が
守
る

べ
き
運
営
上
の
基
準
に
つ
い
て
条
例
で

定
め
る
。

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

●
本
町
の
職
員
及
び
職
員
以
外
の
者
に

対
し
て
支
給
す
る
旅
費
の
取
扱
い
を
見

直
す
も
の
で
あ
る
。

課
設
置
条
例

●
効
率
的
な
組
織
体
制
を
確
立
す
る
た

め
下
水
道
課
と
水
道
課
を
統
合
し
、
上

下
水
道
課
を
設
置
。
ま
た
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
を
確
実
に
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た

め
、
福
祉
保
健
介
護
課
を
福
祉
介
護
課

と
健
康
づ
く
り
課
へ
分
割
す
る
。

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

●
農
業
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
に
つ
い

て
、
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え

た
見
直
し
を
行
う
も
の
。

長
洲
町
税
条
例

●
本
町
の
軽
自
動
車
税
の
減
免
基
準
を

県
の
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
基
準
に

あ
わ
せ
整
合
性
を
図
る
と
共
に
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
取
組
む
。

財
産
の
減
額
譲
渡

●
六
栄
保
育
所
跡
地
を
町
の
持
続
的
な

経
済
活
性
化
及
び
産
業
振
興
を
図
る
た

め
、
減
額
し
て
譲
渡
す
る
も
の
。

・
譲
渡
す
る
土
地
及
び
建
物

　
　
減
額
譲
渡
価
格

　
　
　
５
０
１
万
９
千
円

　
　
譲
渡
の
相
手
方

　
　
　
株
式
会
社　
ロ
ー
カ
ル

工
事
請
負
契
約

・
工
事
名

　
　

‌���

赤
田
・
上
沖
洲
線
道
路
改
良

　
　
（
５
工
区
）
工
事

　
　
契
約
金
額　

　
　
　
１
億
６
６
１
０
万
円

　
　

‌�

契�

約
の
相
手
方

　
　
　
興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

・
工
事
名　
　

　
　

�

六
栄
小
学
校
東
校
舎
解
体
及
び

　
　
渡
り
廊
下
新
設
工
事

　
　
契
約
金
額

　
　
　
９
７
６
８
万
円

　

‌　

�

契�

約
の
相
手
方

　
　
　
興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

問
（
福
永
議
員
）

六
栄
小
学
校
東
校
舎
解
体
及
び
渡

り
廊
下
新
設
工
事
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い

く
ら
か
。

　
ま
た
、
解
体
と
新
設
を
一
括
発
注
で

は
な
く
分
離
発
注
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

解
体
費
が
約
３
２
０
０
万
円
、
渡

り
廊
下
新
設
費
は
約
６
７
０
０
万
円
、

計
約
１
億
円
。
工
事
発
注
の
優
先
事
項

と
し
て
、
ま
ず
学
校
現
場
行
事
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
。

次
に
、
コ
ス
ト
面
も
考
慮
し
一
括
発
注

と
し
た
。
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令和７年度一般会計補正予算

問
（
林
議
員
）

長
洲
港
土
砂
処
分
場
整
備
事
業
負

担
金
と
し
て
、
県
事
業
費
の
10
分
の
１

で
あ
る
３
千
万
円
を
本
町
が
負
担
す
る

漁
業
補
償
額
が
突
如
と
し
て
提
案
さ

れ
、「
漁
協
か
ら
具
体
的
に
補
償
額
の

要
請
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
答

弁
さ
れ
た
が
、
県
は
何
か
所
の
漁
協
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

現
在
、
補
償
の
協
議
中
で
あ
り
、

個
別
案
件
で
あ
る
の
で
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

問
（
田
成
議
員
）

空
き
家
等
除
去
事
業
補
助
金
が

３
２
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
理
由
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

当
初
12
件
程
度
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
績
は
６
件
で
、
そ
の
減
額
分
で

あ
る
。

問
（
林
議
員
）

就
学
援
助
支
給
費
目
は
、
実
費
分

を
含
め
全
部
で
６
項
目
あ
る
が
、
補
正

予
算
１
０
９
万
４
千
円
の
追
加
分
は
、

新
た
に
追
加
さ
れ
た
費
目
に
よ
る
も
の

か
。答

（
学
校
教
育
課
長
）

追
加
費
目
は
な
い
が
、
支
給
額
は

学
年
で
変
動
が
あ
り
、
追
加
分
は
、
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
や
、
修
学
旅

行
費
の
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
が
多
い

た
め
。

問
（
福
永
議
員
）

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
保
険

料
が
増
加
し
て
い
る
。
当
初
予
算
時
よ

り
後
期
高
齢
者
は
何
名
増
え
た
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

当
初
予
算
で
は
被
保
険
者
数
を 

３
０
１
１
人
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
今

回
は
３
１
４
９
人
と
見
込
み
、
１
３
８ 

人
の
増
加
で
あ
る
。

審議結果　≪すべて原案可決≫ 賛成…〇　反対…×

この審議結果は、賛否の分かれたもののみ掲載しています。※議長は表決に加わりません。

議案番号 事  件  名 髙
濱
福
島
岡
本
栗
原
田
成林福

田
前
田
磯
野
濱
村
福
永
松
井
濱
﨑
福
本

議案第25号 令和８年度長洲町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第26号 令和８年度長洲町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第27号 令和８年度長洲町介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第28号 令和８年度長洲町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

２億226万円を追加し 総額98億1813万円
主
な
事
業

橋梁長寿命化修繕事業� 1680万円
長洲港土砂処分場整備事業負担金� 3000万円
町営住宅管理事業　（新山住宅）� 6300万円

特別会計補正予算
国民健康保険特別会計� 67万円
介護保険特別会計� 5900万円
後期高齢者医療特別会計� 1697万円
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